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利用状況と課題
・まだユーザー数、コンテンツ数ともに少ない
・運用側、利用側ともにノウハウが少なく、認知度が低い
・運用側：本当に「学内すべての」データを預かれるのか？
・利用側：本当にデータを預けて安心できるのか？
・安定的な運用モデルの模索
現状は無償での提供
いずれは安定的な財源の確保や、従量課金モデルを導入する必要がある
・研究者がすでに採用・利用している手法からの漸進的な移行プロセスの提示
利用状況と課題
・ダークアーカイブ、へのアクセス方針
「当人または、所属している部局の部局長からの申し出
により開示する。」という内部ルールを作っているが、
ユーザーへの利用条件の明示や実際の承認フロセスは未
整備
－データの引継ぎ
・ライトアーカイブ、ダークアーカイブともに4年間レン
タルシステムなので、長期間の安定したサービスとして
定着させられない
「研究公正とコンフライアンス」
のための研究データ管理の視点
・データの長期保存ルール（policy）が先行，現実的な実施手JI頁（procedure）の策定と実施
(deployment）が後追い
・長期保存に対する客観的な質保証は研究者個人の能力をはるかに超える。組織的な対応が
後回し
・残念ながら「ほとんどが死蔵されるデータ」
研究者個人，限られた研究グループ内で、保持するバックアップ最終手段
最悪の場合（研究公正にかかわるインシデント）への備え、というリスク管理の問題
研究データ保存の
ら「ベネフィット」
「コス
ノ＼
卜」 か
－心理的、金銭的障壁をできる限り抑え、適切なアクセス制御の下、データ共有を低コスト
で実現する
． 
研究パフォーマンスの向上． 研究データに新たな価値を付加する
どの様なデータが生成され、これがどのように共有、保存されるか？
→フレームワークでの管理モデルの提示
→モダンなROMのイニシエーション
・研究支援、知財管理、オープンサイエンス対応等、大学の学術コンテンツ戦略の根幹と位
置付けられるか？
